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 「保育施設の管理職が考える低年齢児保育の質」 
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A. 研究目的 

乳幼児期に質の高い保育を経験することが

発達等に良い影響を与えると言われている

(OECD,2001,2006,2010 など)。特に、保育

の質は多様な要素から成るが、子どもに最

も直接的にかかわるのが「保育プロセスの

質」（OECD,2006)である。「保育プロセスの

質」においては、保育者と子ども、子ども

同士、保育者同士の関係性などが含まれて

いる。具体的には、子どもたちの育ちをも

たらす、安心感や教育的意図等を含み込

む、保育者や子どもたちの関係性などが挙

げられる。野澤ら（2023）は、子どもにと

って保育者が安全基地となることが、子ど

もの発達を支え促す可能性があることを明

らかにしている。 

そして、日本の保育者の保育の特徴とし

て、子どもと丁寧に関わることや、個性を

把握することを理想としていること（日本

総研,2022）や、子どもの目線に合わせるこ

とを重視していること（OECD,2019）が明ら

かになっている。 

園により保育の環境や方法、考え方などは

多様であると考えられるが、そういった点

を超えて、低年齢児保育の質の要素とは何

かを探索することが必要であると考える。 

そこで、本研究の目的は、低年齢児保育を

行う園の管理職（園長・副園長等）が、保

育の質をどのようなものとして捉え、保育

を行う上で何を大切だと考えていているの

かについてインタビュー調査を行い、低年

齢児保育の質を構成する要素について考察

する。 

 

B．研究方法 

2025 年 2〜3月に、低年齢児保育を行う保

育施設の施設長 8名に対し、オンライン

（Zoom）または対面による個別での半構造

化インタビューを実施した。質問内容は

「低年齢児の保育の質についてどのように

考えていますか」「低年齢児の保育で大切に

していることはどのようなことですか」で

ある。 録音されたデータはテキスト記録に

書き起こし、SCATの質的データ分析法を用
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いて分析した（大谷 2019）。  

＜倫理的配慮＞ 

研究目的と内容について、同意を得た場合の

み協力を得た。また、武蔵野大学教育学部倫

理審査委員会にて承認を得ている（承認番号

R6-02） 

 

C．研究結果 

8人の参加者とのインタビューから得られた

データを SCAT 分析手法に従って検討した結

果、232 セグメント（平均 29、最小 19、最大

58）、36 コード、11 カテゴリーが得られた。

各カテゴリーについて、ストーリーラインを

導き出した。以下、カテゴリごとのストーリ

ーラインと管理職の語りの例を示す。 

 

1)【愛着の形成】 

保育者が子どもの生理的欲求を〔受容〕す

ることで、子どもが〔安心・安全・安定〕を

感じることによって、保育士との間で〔愛着

の形成〕がされることについて語られていた。 

A：自分の生理的欲求を「ワーッ」と出して

いる時に、それはもう本当に全て受容してあ

げたい。  

B：人との関わりをベースにしてちゃんと緩

やかな担当をしてということになるのでは

ないかと思う。 

E：子どもの様子に気づいて関わることが、

特に養護の面では大切で、質に関わる。 

D：安心と安定がベースになる。安定して過

ごすことによって、子どもが安心して、落ち

着いて過ごすし、保護者の方たちも、安心し

て子どもを託せる。 

E：母親や父親以外に愛着がもてるような相

手がいること 

H：保育士との愛着関係がしっかり結ばれる

ことが大切 

 

2)【心地よく過ごすための環境】 

子どもが家庭以外の場でくつろいで過ごせ

るように、〔安心して遊べる環境の構成〕を

行うことや、複数の子どもがいる中でも〔静

かに過ごせる環境の構成〕を行うことについ

て語られていた。 

A：家のリビングみたいに子どもがいつも安

心して遊べる環境を整える 

C：保育者と子どもが静かに過ごせる場の工

夫をする 

 

3)【子どもを個人として尊重する】 

子どもに対して〔人格の尊重〕をして〔人

として愛する〕ことが重要。また、複数の子

どもがいるなかでも、〔個々の生理的なリズ

ムを踏まえた援助〕〔個々の発達に応じた援

助〕を行ったり、〔意思の尊重〕〔子どもが遊

びを決められる環境構成〕をしたりすること

が大切であることが語られていた。そして、

自我が出始める時期には、子どもの思いを大

切にしつつも、子どもにしてほしくないこと

については〔子どもの思いと保育者の思いの

折り合い〕をつける必要があることについて

も語られていた。 

A：安心して自分自身でいられる力を獲得で

きるようにする 

B：人として相対すること、人として愛する

こと 

D：生理的な欲求が個々に応じて満たされる 

D：個々の発達のペースや、個々の生活リズ

ムを尊重する 

B：子どもがどうしたいのかをちゃんと見て

あげるとか聞いてあげる 

F：子どもたちの意思を尊重する 

E：子どもの時間や興味に合わせて保育者が

寄り添う 

A：子どもの思いを受け止めながらも、して

ほしくないことを子どもがしている時には、

お互いに折り合いをつけていかなくちゃい

けない 

 

4)【生活・経験・発達を支える】 

〔発達に沿った環境の構成と援助〕〔基本的

生活習慣の確立〕〔感覚・身体・運動の発達

を促す環境の構成・援助〕〔言葉の発達への

援助〕など、子どもの発達や基本的生活習慣



の確立を支えることについて語られていた。

また、〔興味関心を支える〕〔自然に触れる経

験〕についての語りや、2歳児では受容する

だけでなく〔遊びに誘う〕ことや、子ども同

士で〔群れて遊ぶ〕ことも大切であることが

語られていた。 

G：体を作る要素を意識しながら、遊びを設

定している 

G：1歳児はだだこねをしっかりしてほしい。 

C：できるだけ言葉を端折らない、また、イ

メージできるような言葉を多く使う。 

A：四季折々のいろんな体験を子どもたちと

共に楽しむこと 

D：2歳後半には、友達との関係が主流になっ

ていくことを大事にしていきたい 

A：2歳ぐらいになると、例えば保育者側から

さりげなく遊んでみたいと思えるようなこ

とを誘うことも大事 

 

5)【発達と保育に関する知識】 

子どものことを理解し保育を行う上で〔発

達の知識〕や〔保健・衛生・生理的なことの

知識〕が必要であることについて語られてい

た。 

D：運動、知的なこと、言葉の発達、発達に伴

って起こる危険とか、体調、生理的な成長、

体温調節機能とか、皮膚のこととか、感染症

のこととか、そういった知識があるのとない

のでは違う。 

 

6)【子どもの理解】 

個々の子どもの発達差が大きいからこそ、

援助をする上で子どもの〔発達の理解〕や〔子

どもの姿の読み取り・解釈〕を行った上で判

断することについて語られていた。 

G：発達段階を保育士がしっかりと意識して、

今こういう発達だから、このように援助しよ

うと判断する 

D：1 歳児では食事でも偏りが出てくるとい

う時期になるけれども、そのことをどのよう

に意味付けるかが大事。 

E：同じように見える日々の生活とか遊びの

中から、子供の成長を読み取ることができて

それに合った援助ができること 

 

7)【集団としての保育のあり方】 

乳児は一人一人とのかかわりが大切だと言

われているが、複数の子どもや保育士がいる

からこその〔集団で保育をする意義〕を考え

ることの大切さが語られていた。 

E：集団保育の良さとかチームで保育するこ

との、子どもにとっての良さを見出せるとい

い。 

C. わいわいガチャガチャもすごく大事な刺

激。 

D. 一人一人育ってきた子が2人になり、3人

になり、それがつながっていくことで、やが

ては集団と呼ばれるようになる。個も尊重す

るし、でも、集団の生活もある。 

 

8)【保育の計画】 

子どもの発達を踏まえて、どのような環境

を構成する必要があるのかなど、〔筋道がわ

かる計画〕を立てることについて語られてい

た。 

A：人的環境、物的環境がわかるように筋道

立てて抑えておく 

 

9)【同僚との連携・協力】 

〔先輩の保育から学ぶ〕ことでよい保育がで

きるようになることや、保育者間で〔子ども

の発達について理解を共有〕をしておくこと

が重要であることが語られていた。チームで

保育をするからこそ、子どもに対する関わり

方などでもやもやしたりすれ違ったりする

ことも起きやすいことから、〔保育の考え方

の相互理解〕をするために話し合うことにつ

いて語られていた。 

A：いい保育をしてる先輩と組んだ保育者は、

それをまねて次の年に本当にそのカラーを

出して素敵な保育ができるようになる 

B：自分の考えを丁寧に伝えることが必要 

E：みんながもやもやしてることをテーマに

して、対話みたいなことができることが大事 



 

10）【保護者との連携・協力 】 

家庭環境により子どもの育ちが大きく異な

ることから、〔家庭での子どもの過ごし方の

理解〕をすることや、子育てについて保護者

がどのように考えているのかという〔保護者

の背景の理解〕が重要であることが語られて

いた。また、保護者が子育てで悩むことが多

いため〔子どもの発達の説明〕をすることや、

保護者が孤立して子育てすることにならな

いよう〔保護者間をつなぐ〕ことが大切であ

ると語られていた。 

C：妊娠期間中にお母さんがどういう感じで

過ごされたのかと、生まれた後お母さんがど

んなふうに感じて、このお子さんとどのよう

に過ごされてきたのかを質問している 

C：保護者がどういうお考えなのかとか、ど

の程度知識を持っていらっしゃるのかを理

解する 

D：子ども同士の関わりも付いていく中では、

同じように自我の捉え方や意味付けという

のが保育者間でも大事ですし、保護者支援の

中でも大事になってくる 

D：0歳児のときに保護者を孤立化させない。 

 

D. 考察 

低年齢児保育を行う施設の管理職は、以下

のことを保育において重視していることが

明らかになった。まず、安心・安全な環境に

おいて、個人の生理的なリズムに則して欲求

が満たされたり、保育者とかかわったりする

ことを通して、保育者との愛着関係が結ばれ

ることが、子どもを個として尊重するという

子どもの権利、人権との関連で語られていた。

次に、発達に沿って経験を積み上げることと、

基本的生活習慣の確立のための環境構成と

援助が保育者の専門性であると考えられて

いた。そして、その専門性を発揮するために

は、発達や保健・衛生・生理的な知識の獲得

が必要であることと、子どもの姿を読み取り

解釈することが重要であることが指摘され

ている。それから、チームで保育を行う上で、

子どもの発達に沿った環境の見通しとなる

保育の計画を作成すること、子どもの発達の

解釈や援助方法について話し合うことの必

要性についても述べられていた。さらに、子

どもの家庭での様子や保護者の子育てにつ

いての考え方を把握すること、子どもの発達

について保護者に説明することなど、保護者

との連携が重要であることが語られていた。 

これらのことからは、特に保育者が子ども

の姿からその生理的な欲求や思いを読み取

った上での応答的で、安心感を子どもが感じ

られる保育を重視しており、それがベースと

なって諸側面の発達を支える環境を構成し

ていくこと、いわゆる指針の「養護と教育の

一体的展開」が意識されていると同時に、保

育の場であるからこその保育士や他児との

関係についても発達に応じて意識されてい

ることがわかる。 

 

E. 結論 

 本研究の意義は、低年齢児保育の質の要素

をインタビュー調査から抽出したことにあ

る。本研究の結果を尺度開発に生かす。 
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